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目      次 

 

はじめに 

 

序章 神奈川の現状 

１ 神奈川の特徴 

（１）くらしやすさと進取の精神に富む県民性 

（２）知的資源の充実 

（３）活発な産業活動 

（４）科学技術振興の取組の蓄積 

２ 神奈川の科学技術をとりまく状況の変化 

（１）「知」を重視する方向への転換 

（２）社会ニーズの多様化・複雑化 

（３）科学技術と社会との対話の必要性 

（４）少子化、高齢化と人口減少 

 

第１章 基本的な考え方 

１ 基本目標 

２ 政策展開にあたっての基本的な視点 

３ 計画期間 

 

第２章 施策の基本的な方向と県の役割等 

１ 施策の基本的な方向 

（１）「知」の集積を生かす創造的な活動の展開 

（２）科学技術による社会・生活への貢献 

（３）科学技術と社会の交流・連携の促進 

（４）科学技術を担う人材の育成 

２ 県の役割等 

（１）県の役割 

（２）県試験研究機関等の活動 
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第３章 施策例 

１ 「知」の集積を生かす創造的な活動の展開 

（１）研究機関の知的活動創造活発化と地域展開 

（２）「神奈川Ｒ＆Ｄネットワーク構想」の展開 

（３）中小企業支援などによる地域産業力の強化 

２ 科学技術による社会・生活への貢献 

（１）県民の安全・安心の確保・向上 

（２）環境問題への対応と自然環境の保全・再生 

３ 科学技術と社会の交流・連携の促進 

（１）情報発信活動等 

（２）県民との対話と協働 

４ 科学技術を担う人材の育成 

（１）子どもたちや青少年の科学技術への関心の喚起 

（２）技術・技能の継承と社会人教育 

（３）多様な人材の活用と活動環境の整備 

 

第４章 施策の展開にあたって 

１ 他の地方自治体や国との連携 

２ 施策の進行管理 
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科学技術が築く豊かな社会をめざして

地域経済の活性化
のための産業支援

健康・福祉・安全・環境等
の県民生活の質の向上

創造的で魅力ある地域社
会の形成と人材の育成

科学技術を担う人材の育成

　「知」を技術に転化して社会・生活で活用　「知」を技術に転化して社会・生活で活用

社会・生活のニーズをとらえた活動の展開社会・生活のニーズをとらえた活動の展開
「知」の集
積を生かす
創造的な活
動の展開

科学技術
による社
会・生活
への貢献科学技術と社会の

交流・連携の促進

相互の関連性相互の関連性
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